









? ? ?? ? ???
子ども自身の差し迫った死に関する親子間コミュニケーション
Parent-child cODl1llunication about children's impending death 
(大阪大学人間科学部人間科学科)吉田沙蘭
Abstract 
M担 yp紅entswho have children diagnosed as the tenninal 血geof cancer have di伍cultyin 
co=unica'出gabout也古 impendingdea也.Recently， open co=unication among p紅entsand chil-
dren has been reco=ended by medical staf， but the p訂entstend to hesitate to have co=unica-
tion with their children about their death. Tbis review aims to outline the research of parent-child 
co=unication focusing on the children's understandings of death and也巴 influencesof p紅ent-child
co=unication to children. It has been revealed也atchildren could understand death，阻dopen 
co=unication could reduce children's叩xietyand help them to acc巴:pttheir death. In也efu旬re，
more intensive results would clariぢtheinfluence of parent-child co=unication on parents and也e
ways of co=unication which紅巳 appropriateto忠lide担dsupport them. 




れており (Middleton，Raphael Burnett， & Martinek， 1988)、子どもの死はもっともストレ
スの強いライフイベントの lつであるといわれている (Kreicbergs，Valdimarsdottir， Onelov， 











た (e.g.Beale， Baile， & Aaron， 2005; Stevens， Jones， & O'Riordan， 1996; Claflin， & Barbarin， 
1991)。そのため近年医療者のあいだでは、より隠し隔てのないコミュニケーションを推奨す
る考えが一般的となってきている (e.g.Himelstein， Hilden， Boldt， & Weissman， 2004; Scott， 
Harmsen， Prictor， Sowden， & Watt， 2003; Hilden， Emanuel， Fairclough， Link， Foley， 




強く (Grahamet 31.， 1989)、そうした話題を避けようとする親は少なくない (Wolfe， 2004; 
Sahler， Frager， Levetown， Cohn， & Lipson， 2000; Ellis， & Leven仕131，1993)。患者が子ども
の場合、親子聞のコミュニケーションのみならず、医療者と子どものコミュニケーションにお
いてもその内容や量を親が調節することが多く (Scott et 31.， 2003; Young， Dixon-Woods， 









とそうしたテーマについて話をする自信がないこと (Young et 31.， 2003; Barnes， Kroll， 
Burke， Lee， J ones， & Stein， 2000; Claflin， & B訂b訂in，1991)、子どもの反応を心配に思うこ
と (Younget 31.， 2003)、自分自身の悲嘆のために子どもの死が近いことを受容できていない
こと (Be31eet al.， 2005)、そうしたコミュニケーションによって子どもの不安が強まると感













しても子どもが理解できないということを指摘する (Kreicbergset 31.， 2004b)。
健康な子どもの「死の概念」の発達に関して、古くはNagy(1948)により、その後もさま















いる (Hilden，Watterson， & Chrastek， 2003; Clunies-Ross， & Lansdown， 1988)。子どもの
死の予感について、 Grahamet aL(1989)は子どもを亡くした親を対象とした調査をおこなっ
た。その結果66.2%の親が、子どもが自身の死を予感していたと認識していることを明らかに







もは恐れを感じ、さまざまな方法で不安を表出することが報告されている (e.g.Masera et al.， 






















と (Faulkner，1997; Waechter， 1971) や、病気にうまく対処する能力が向上すること
(Masera et a1.， 1999; Gyulay， 1989; Leikin， 1981)が指摘された。また死について親と話を
した子どもは幸福感や受容の度合いが高く、恐れや否定的な感情、悲観的な感情の度合いが低
いということも明らかとなった (Grahamet a1.， 1989)。反対に、親が子どもに真実を隠そう
とすることで、子どもの恐怖心や孤独感が高まることも報告されている (Maseraet a1.， 1999; 

















いうこと (e.g.Faulkner， 1997)や、親が話をしなくても自身の死を予感し (e.g.Hilden， 
Watterson， & Chrastek， 2003)、差し迫った死を感じることによる不安から親との死に関する
コミュニケーションを望んでいる ζと (e.g.Masera， Spinetta， Jankovic， Ablin， D'Angio， Van 
Dongen-Melman， Eden， Martins， Mulhern， Oppenheim， Topf， & Chesler， 1999)、さらに親
子間での死に関する隠し隔てのないコミュニケーションが子どもにポジテイブな影響を与える







研究が不足しており (Nitschkeet al.， 2000)、今後さらに研究がなされることが求められる。
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